
［新
任
式
・始
業
式
］

四
月
六
日(

月)

今
年
は
、
図
書
室
で
着
任
式
・
新

任
式
・
始
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

校
長
先
生
を
始
め
と
し
て
、
四
名

の
新
任
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
新

し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
歓
迎

の
意
味
を
込
め
、
元
気
に
校
歌
と
分

校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

［入
学
式
］

四
月
七
日(

火)

人の多さに圧倒された入学式です

が、先輩たちは新入生のために元気

に校歌を歌い迎えてくれました。

［生
徒
会
入
会
式
・部
活
動
紹
介
］

四
月
八
日(

水)

六
名
の
新
入
生
の
皆
さ
ん
よ
う
こ

そ
太
田
分
校
へ
。

生

徒

会

入

会

式

は
、
新
入
生
の
皆
さ

ん
の
氏
名
点
呼
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
生
徒
会

企
画
と
し
て
、
「
す

ご
ろ
く
」
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
・

職
員
が
四
班
に
分
か
れ
、
自
己
紹
介

し
た
後
に
す
ご
ろ
く
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ

の
後
、
各
部
活
動
紹
介
が
行
わ

れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

入
会
式
終
了
後
に
、
前
年
の
教
科

優
秀
賞
や
教
科
オ
リ
ジ
ナ
ル
賞
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

［校
歌
練
習
］

四
月
十
三
日
（
月
）
～
二
十
一
日(

火)

伝
統
と
し
て
、
先
輩
が
「
エ
ー
ル
」

「
校
歌
」
の
声
出
し
と
歌
い
方
の
全

て
の
手
本
を
見
せ
ま
す
。

［ス
マ
ホ
・ネ
ッ
ト
安
全
教
室
］

四
月
二
十
二
日
（水
）

ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
、

リ
ス
ク
の
あ
る
行
動
か
ど
う
か
、
各

自
の
安
全
に
関
す
る
価
値
観
に
つ
い

て
、
話
し
合
い
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

油
断
す
る
と
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
ネ
ッ
ト
の
闇
に
引

き
込
ま
れ
ま
す
。
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

１年生の皆さんも、「太田分校

生」として、気合いの入った声

で「エール」と「校歌」が歌え

るようになりましょう。

期待しています。

［交
通
安
全
講
習
会
］四

月
二
十
四
日
（金
）

み
な
さ
ん
、
青
切
符
を
切
ら
れ
る

よ
う
な
行
動
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

今
回
も
講
師
の
方
を
お
迎
え
し
て
、

交
通
安
全
に
関
す
る
知
識
の
確
認
と
、

対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

予
測
し
適
切
な
判
断
を
し
て
、
身

を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

～
五
月
の
主
な
予
定
～

一
日

代
休
（
四
月
二
十
九
日
分
）

二
日

太
田
黄
桜
ま
つ
り
（
Ｇ
Ｌ
）

十
五
日

歯
科
検
診

十
八
日
～
二
十
一
日

定
期
考
査

二
十
八
日

全
校
田
植
え
交
流
会

～
地
域
と
と
も
に
歩
む
～

「
大
曲
農
業
高
等
学
校
太
田
分
校
」

担
当
：
総
務
部
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